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基本理念 

 

 

○ 良質の福祉サービスを提供します 

 

○ 利用される人々の尊厳を守ります 

 

○ 地域福祉の発展に貢献します 



                                                                        

 

１ 当該年度の事業及び決算の概要                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

  

－新型コロナウイルス感染症の影響－ 

長く続いた新型コロナ感染症が２０２３年５月に５類に移

行し、感染前の社会生活を取り戻していく中、福祉の現場では

新型コロナ感染対策の継続が求められました。 

標準予防策を徹底しながら、縮小または中止していた各種行

事や直接面会を段階的に再開してきたものの、まだまだ予断を

許さない状況は続き、地域に開かれた高齢者施設を取り戻すま

でには、感染の動向を注視し努力し続ける必要がありました。 

今年度もクラスター発生は続き、事業休止などによりご利用

者ご家族へご不便をおかけする状況に大変申し訳ない思いで

した。今後については、これまでの教訓を生かし、今年１月に

策定した事業継続計画や感染マニュアルをより深化させ、安心

安全な環境を確保し、経営の安定に努めます。 

 

－フル稼働の取り組み－ 

今年度から入所までの期間短縮を図るため、全施設単独で入

退所判定委員会開催を開始し、スムーズな入所調整に努めまし

た。入所待機者及び新規申込者の減少は続き、また新型コロナ

感染症の影響等で入所調整に時間を要したため、実績には結び

つきませんでした。 

この地域に施設が充足している今、入所申し込みにかかる情

報発信の精度、最新情報を反映した判定会開催や、介護サービ

スを必要とする地域のニーズを捉えながらフル稼働体制を整

え、より良いサービスを追求し、選ばれる法人となるよう努め

ます。 

－物価高騰の影響－ 

２０２１年後半から始まった、国際的な原材料価格の上昇や

円安に伴う物価高騰、電気料金値上げ等では、限られた介護報

酬からの捻出は難しく、経営を圧迫する事態が続いておりま

す。無駄をなくすことはもちろん、事業の優先順位を見極め、

補助金の活用、事業の繰り越しなど、ご利用者へのサービスに

影響がない形で支出の抑制を図りました。そんな中、これまで

の国県、１市２町からの感染症、物価高騰にかかる補助金は法

人の厳しい収入の一助となりました。令和６年度の介護報酬改

定では、職員の処遇改善 1.6％、物価高騰等 0.5％アップにと

どまり、収支状況を適正水準に戻す値は示されませんでした。 

物価高騰の高止まりしている現状では、さらなる取り組みを

要するため、業務効率化は喫緊の課題となっております。 

 

－人材確保・定着及び育成へ向けた取り組みー 

定期または随時採用試験、臨時等職員の登用試験、学校訪問、

関係機関等への広告、職員からの紹介、田村地域高校からの学

校長推薦、交流会、職場説明会など定例の取り組みを継続しま

した。また、新しくＳＮＳによる情報発信をはじめ、法人ＰＲ

に取り組み効果が現れてきております。 

特定技能介護職員の育成では、職員の意識が変化し、指導す

る側が自らの接遇を見直す機会となりました。法人が掲げる

「職員を決して一人にしない」対応が一つの成果となりまし

た。 

次世代育成研修では、法人の理念を介護現場に生かすための
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  再開しました。 

短期入所事業では、感染症の影響だけでなく職員の病休や休

職により受け入れを一時制限せざるを得ない状況でした。ま

た、新規利用者の獲得のため、居宅介護事業所やご家族、医療

機関等との連携を図り、緊急利用や医療機関からのレスパイト

ケアを受け入れ、稼働率向上に努めました。 

通所介護事業では、要介護３以上の方が施設入所される傾向

が強くなっているため、新規利用者の獲得に力を注ぎました。

また、活動内容では、マンネリ化しないよう新たなレクリエー

ションを導入しました。 

居宅介護支援事業では、これまで大切にしてきた新規相談を

決して断らない姿勢のもと、困難事例を積極的に受け入れまし

た。また、介護支援専門員の法定研修受け入れや研修・会議に

より専門職としての知識と技術の向上を図りました。 

ケアハウスでは、田村市と連携した運動サロンを再開しまし

た。また、閉じこもり防止の取り組みとして参加型の料理クラ

ブを継続し、食の楽しみと認知症予防につなげました。さらに

は、積極的な営業活動を行い、安定した運営に向け待機者を確

保することができました。 

 

－決算の概要について－ 

令和５年度の決算は、前述の要因により 62,968 千円の資

金減となりました。 

事業活動収入計は 1,809,823 千円（前期比 81,189 千円

増）。介護保険事業収入は目標値から大きく下回り、前期比で

は若干持ち直し 70,856 千円増。稼働率 1.4％増となりまし

た。その他の収入では、新型コロナ感染症や物価高騰への補助

知識と技術を習得し、先頭に立って実践し、他職員をけん引す

る姿は、法人の将来を期待させるものでした。 

そして、新プロジェクト（サービス向上プロジェクト）では、

服務改正プロジェクトを引き継ぎ、法人の理念、職員としての

行動指針をまとめ上げ、職場の士気を高めるものとなりまし

た。 

 

－業務負担軽減（ＩＣＴ導入事業）への対応－ 

スライディングボード等の器具の使用、技術の習得、介護ロ

ボット活用により持ち上げない介護の取り組みを継続しまし

た。また、中堅・若手職員からの意見や提案を吸い上げ、環境

整備を図りました。 

デジタル技術を活用した業務のプロセスを改善する取り組

みとして、ＩＣＴ機器導入（介護記録システム、インカム通信、

記録端末）をスタートさせました。本稼働となれば、記録の音

声や端末機による入力、インカムでの通話連携などによる業務

の効率、時間短縮が図れ、職員負担の軽減につながるものと期

待し、将来的には経営の効率化を目指したい考えです。 

 

－各事業の運営状況－ 

昨年度に引き続きクラスターや物価高騰の影響が非常に大

きく、職員の献身的な取り組みが事業実績に結びつかない大変

苦しい一年でした。 

特別養護老人ホームでは、人員配置が整った施設においては

新規加算を取得しました。また、委員会活動では、身体拘束、

事故防止、虐待防止、苦情解決への取り組みを適切に実施しま

した。さらに、中止していた地域貢献事業（認知症カフェ）を

２ 



                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊決算推移グラフ（単位：千円） 

 

も捉え、まずは連携をする法人連絡協議会での議論を深め、自

分たちが生き残るための方策と向き合う事が最大の課題だと

認識しております。 

 “地域で困っている方々のお役に立つ”こうした我々の福祉

の原点を忘れることなく、職員一人ひとりが“田村福祉会プラ

イド”の実践を継続し、良質な福祉サービスが提供できる組織

であるために、これからも役職員一丸となって努力して参りま

す。今後とも変わらぬご支援ご協力をお願い申し上げます。 

 

社会福祉法人田村福祉会 
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金として 36,203 千円の交付を受けました。 

事業活動支出計は 1,803,468 千円。このうち人件費は

1,153,755 千円（前年度比 23,314 千円増）となります。 

事業活動収支差額は 6,354 千円となり、新型コロナの影響

の大きかった昨年度から 45,436 千円増となりました。 

施設整備等収支は、県による介護ロボット普及促進やＩＣＴ

導入支援にかかる補助金 4,450 千円の収入。借入金元金の返

済、特殊浴槽やエアコン、備品等の更新、介護記録ソフトと端

末機やインカムの導入による固定資産取得支出、システムリー

ス等で 75,342 千円となりました。 

期末時点の資金残高は、当期末支払資金が 643,848 千円、

積立資産は 314,096 千円、合計 957,944 千円の資金残高

となります。 

当期末における全ての資産、負債及び純資産を表す貸借対照

表では、資産は 3,811,108 千円で前期比 110,154 千円減、

負債は 427,219 千円で前期比 34,576 千円増、純資産は

3,383,889 千円で前期比 144,730 千円減となりました。 

 

－結びに－ 

 日々厳しい状況と向き合う中、ときわ荘職員が秋の叙勲にお

いて、瑞宝双光章を受章されたことは、当法人のこれまでの歩

みを象徴する出来事の一つとなりました。今後に続く世代が活

躍できる魅力ある職場環境への意識を新たにしたところです。 

 全国の約４割の法人が赤字となる中、資金力があり、時流を

掴んだ人材戦略・業務効率化を整えた法人だけが生き残るを痛

感したいま、地域で立ち上げて頂いた当法人が持続可能な経営

を目指すためには、国が進める社会福祉連携推進法人への動き 理事長 渡辺 剛志 

 ３ 



                                                                        

✻主要工事等の概要（２００万円以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜都路まどか荘特殊浴槽更新事業＞ 

１）事業概要  経年劣化による機械浴入替工事 

２）契約金額  ９,７９９,９００円（税込） 

３）納 入 日  令和５年９月２６日 

４）契約業者  郡山市安積町荒井字雷神１６－１ 

      株式会社あかね福祉 郡山営業所

５）財源内訳  自己資金 

 

 

＜都路まどか荘屋根塗装改修工事事業＞ 

１）事業概要  屋根塗装改修工事事業 

２）契約金額  ８,５８０,０００円（税込） 

 ※按分 特養 ７,７２２,０００円（税込） 

 デイ    ８５８,０００円（税込） 

３）完  成  令和５年１２月１３日 

４）契約業者  郡山市喜久田町卸３－３８－１ 

      株式会社 郡山塗装 

５）財源内訳  自己資金 

   

＜こまち荘職員トイレ増設工事事業＞ 

１）事業概要  職員の労働環境改善に係る改修工事 

２）契約金額  ３,８４４,５００円（税込） 

３）完  成  令和６年３月３１日 

４）契約業者  田村郡小野町大字小野新町字中通１８ 

株式会社 秋田組 

５）財源内訳  自己資金 

 

 

４ 



                                                                        

 

 

 

 

＜ケアハウスふねひき福寿荘 屋根塗装改修工事事業＞ 

１）事業概要  屋根塗装改修工事事業 

２）契約金額  ４,８４０,０００円（税込） 

３）完  成  令和５年９月２５日 

４）契約業者  郡山市喜久田町卸３－３８－１ 

      株式会社 郡山塗装 

５）財源内訳  自己資金 

 

 

＜ときわ荘機械浴槽更新事業＞ 

１）事業概要  経年劣化による機械浴入替工事 

２）契約金額  ４,５７６,０００円（税込） 

３）納 入 日  令和６年１月１７日 

４）契約業者  福島市浜田町６－５ 

株式会社ファミリーケア 

５）財源内訳  自己資金     

 

＜ICT 機器導入事業＞ 

１）事業概要  業務改善に係る介護ソフトウェアとインカムの導入 

２）契約金額  ２７,７３１,４４０円（税込） 

３）納 入 日  令和６年２月２９日 

４）契約業者  郡山市富田東１－７４ 

キヤノンシステムアンドサポート株式会社福島営業部 

５）財源内訳  自己資金と ICT 導入支援補助金 

   

＜ICT 機器導入事業＞ 

１）事業概要  介護ソフトウェア導入に伴うスマートフォンの購入 

２）契約金額  ８,９５９,９２０円（税込） 

３）納 入 日  令和６年３月３１日 

４）契約業者  東京都港区六本木６－１０－１ 

Apple Japan  

５）財源内訳  自己資金 
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【固定資産取得費、修繕費の概要】                  

 

＜建物付属設備＞ 

○設備～ポータブル蓄電池 

○環境～礼拝室、ガス給湯器（浴室部分） 

＜器具及び備品＞ 

○設備～エアコン、プロジェクター、車両接続型電源、パソコン、 

○介護看護～電動低床ベッド（付属品含む）、昇降テーブル、ベッドサ

イドモニター、ポータブルトイレ、リクライニング車椅子 

介護ロボット 

 ＊固定資産取得費計（Ａ）＝１４，７０６千円 

 

 

＜修繕工事等＞ 

○内装～壁、棚、天井、浴室タイル、畳 

○電気～非常用発電装置、照明器具、コンセント、エアコン、換気扇 

○設備～浴室シャワー、浴槽、浴室循環ろ過器、洗濯機、汚物除去機、

ナースコール、空調設備、乾燥機、テレビ配線、空気清浄機、網戸、

排水管、トイレ呼出ボタン、暖房用ボイラー、暖房用ポンプ、給湯配

管、電気温水器、洗面台混合栓、給茶機、自動水栓 

○外部設備～変電所高圧機器、浄化槽、自家発電設備、水道、ガス栓、

屋根塗装、給水管、外灯、出入管理システム、 

○介護看護～車椅子、徘徊コール、特殊浴槽、体温計、ベッド、加湿器 

血圧計、滅菌器、トイレ便座、エアーマットレス、除雪機、ストレッ

チャー、シルバーカー 

 

○消防～消防設備、排煙窓、誘導灯 

○厨房～冷蔵庫、冷凍庫、食器洗浄機、スチームコンベクション、コン

ビオーブン、排気フード、給気口 

＊修繕費用計（Ｂ）＝ ４０，７３７千円 

（Ａ）＋（Ｂ）＝ ５５，４４３千円 

 

６ 



 

２ 役職員等の状況（令和 6 年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 役員 

区分 人数 年度内の異動状況 

理事 ６名  

監事 ２名  

計 ８名  

 

（２） 評議員 

区分 人数 年度内の異動状況 

評議員 ７名  

計 ７名  

 

（３） 管理職 

区分 人数 年度内の異動状況 

局長、施設長 ６名 退職２名 

副施設長・事務長 2 名  

計 ６名  

  ＊局長＝本部事務局長 

 

（４） 総務系職員    （ ）は雇用形態の変更に伴う退職採用数 

区分 人数 年度内の異動状況 

事務職員 １０名 退職１名 

管理栄養士 ７名 採用１名 

臨時雇用 ５名 退職１名（１名） 

計 ２２名  

 

（５） 事業系職員    （ ）は雇用形態の変更に伴う退職採用数 

区分 人数 年度内の異動状況 

相談支援 19 名 退職２名 

介護職員 121 名 退職９名、採用１０名（５名） 

臨時介護員 35 名 退職８名（５名）、採用６名    

看護等職員 19 名 退職２名、採用２名（１名） 

臨時看護師 4 名 退職２名（１名）、採用３名 

機能訓練指導員 1 名 採用１名 

計 19９名  

  ＊相談支援＝生活相談員、介護支援専門員 

  ＊看護等職員＝看護師、機能訓練指導員 

（６）パートタイマー（実数） 

区分 人数 年度内の異動状況 

総務系 16 名 退職３名、採用５名 

事業系 5６名 退職１０名、採用６名 

計 7２名  

 

合計職員数 (3)～(6)  

区分 人数 比率 

正職員 １８３名 61.2％ 

臨時雇用 ４４名 14.7％ 

パート雇用 ７２名 24.1％ 

計 ２９９名  

  ＊障害者雇用７名（法定雇用率２．３％、法人実績率１．８％） 

  ＊上記「人数」は 3/31 付け退職者を在籍とする期末時点の人数、

「年度内の異動状況」は3/31付け退職を含む人数としている。 

７ 



 

３ 法人活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辞令交付式 

 ○新採用職員５名（介護員３名、機能訓練指導員１

名、管理栄養士１名） 

新採用職員研修１日目 

新採用職員研修２日目 

新採用職員研修３日目 

公認会計士事務所決算打合せ 

第１回都路まどか荘入退所判定委員会 

地域貢献活動（さくらの里クリーンアップ作戦） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、入退所判定委員会運営要

綱、人材育成研修、決算スケジュール、電子帳簿保

存法、オンラインセミナー 

法人運営会議 

○プロジェクト２０２３ 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘） 

監事会 

 ○決算監査方針 

第５回就業規則（服務）改正プロジェクト会議※年度 

またぎ 

理事長巡回（こまち荘、都路まどか荘） 

交流会・職場説明会（第１６回） 

４月 １日 

 

 

 

４月 ３日 

４月 ４日 

４月 ６日 

 

４月 ８日 

４月１３日 

 

 

 

 

 

４月１５日 

４月１９日 

 

 

 

４月２１日 

４月２３日 

理事長巡回（本部事務局、あぶくま荘、船引こぶし荘） 

法人ＰＲ動画撮影 

退職辞令交付 生活相談員兼介護員１名 

 

公認会計士事務所往査１日目 

公認会計士事務所往査２日目 

公認会計士事務所往査３日目 

第１回ときわ荘入退所判定委員会 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、人材育成研修、助成金応

募、新型コロナ５類移行後の対応、サービス向上プ

ロジェクト 

法人運営会議 

○プロジェクト２０２３進捗状況、特定技能介護職

員、服務プロジェクト等 

決算監査１日目 

○関係書類の確認（本部集約）、各施設担当者へのヒ

アリング（リモート） 

決算監査２日目 

 ○関係書類の確認（本部集約）、各施設担当者へのヒ

アリング（リモート）、全体講評 

第１回部門会議（管理栄養士） 

４月２５日 

４月２６日 

４月３０日 

 

５月 ３日 

５月 ４日 

５月 ５日 

５月 ８日 

５月 ９日 

 

 

 

 

 

 

５月１１日 

 

 

５月１２日 

 

 

 ５月１５日 

８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人運営会議（理事会議案確認） 

第１回事業部門会議 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘） 

第１回あぶくま荘入退所判定委員会 

第１回船引こぶし荘入退所判定委員会 

介護・看護の合同職場説明会ｉｎたむら 

交流会・職場説明会（第１７回） 

社会福祉法人等代表者会議（リモート） 

理事会 

決議及び承認事項） 

○令和４年度事業報告及び収支決算報告 

○理事・監事の選任候補者の推薦 

○就業規則の一部改正 

○定時評議員会の招集事項 

報告事項） 

○監事監査報告 

○理事長専決 予備費充当、事業完了報告 

○理事長及び常務理事の職務執行状況報告 

 

第２回都路まどか荘入退所判定委員会  

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、評議員会、理事会議案書、

採用試験確認、１市２町担当課長と意見交換会、役

 

 

 

 

 

６月 ９日 

 

６月１５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１７日 

６月２０日 

 

５月１８日 

５月１９日 

５月２０日 

５月２５日 

 

５月２６日 

５月２８日 

５月２９日 

５月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 １日 

６月 ６日 

 

 

員評議員研修会、中途採用職員研修、法人次世代育

成研修、応援職員派遣事業、法人内職員応援体制 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況、ＢＣＰ、服務プ

ロジェクト法人理念について等  

第２回ときわ荘入退所判定委員会 

第１回こまち荘入退所判定委員会 

評議員会 

 決議及び承認事項） 

○令和４年度収支決算報告 

○理事・監事の選任 

報告事項） 

○監事監査報告 

○令和４年度事業報告 

○令和５年度事業計画及び収支予算 

○理事長及び常務理事の職務執行状況報告 

理事会 

 ○理事長の選定 

 ○常務理事の選定 

 ○代表監事の選定 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘） 

職員採用試験（登用） 

 ○７月１日付採用介護員２名内定 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回部門会議（管理栄養士） 

ＯＵＲ定期面談 

交流会・職場説明会（第１８回） 

第１回部門会議（主任介護員） 

仙台出入国在留管理局調査 

高校進路指導担当教諭との懇談会（田村市） 

退職辞令交付 介護員２名、看護師１名 

 

職員採用辞令交付 介護員２名 

福祉の職場合同就職説明会（県社協） 

第３回ときわ荘入退所判定委員会 

学校訪問（田村・船引・小野・たむら支援学校） 

市町福祉担当課長事業等報告及び意見交換会 

○決算及び事業報告 

○事業計画及び予算 

 ○意見交換（外国人介護人材受入、特養入所申込客

観性の担保、入所待機者名簿更新等） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、採用試験応募状況、職員

配置、第２期特定技能介護職員受入、田村市移住者

促進事業、就職説明会、評議員役員研修会 

法人運営会議 

○プロジェクト２０２３進捗状況、取扱い金融機関、

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２２日 

６月２５日 

６月２９日 

６月３０日 

 

 

 

７月 １日 

 

７月 ３日 

７月 ４日 

７月 ６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 ７日 

７月１０日 

７月１１日 

 

７月１２日 

７月１３日 

７月１４日 

７月１５日 

７月１９日 

７月２０日 

７月２１日 

７月２３日 

７月２４日 

７月２７日 

 

７月２８日 

７月２９日 

 

 

８月 １日 

８月 ３日 

 

勤務表自動作成ソフト、サービス向上プロジェクト 

評議員役員研修会 

第１回事務局長・事務長会議 

学校訪問（郡山健康科学専門学校） 

ＩＣＴ推進：セミナー（郡山） 

法人中途採用職員研修 

第２回部門会議（主任介護員） 

第１回総務部門会議 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘） 

法人ＰＲ動画撮影 

第１回苦情解決第三者委員会（あぶくま荘） 

第２回事業部門会議 

交流会・職場説明会（第１９回） 

第３回都路まどか荘入退所判定委員会 

職員採用試験 

 ○９月１日付採用介護員１名内定 

南相馬福祉会訪問 

第１回定期採用試験 

 ○令和６年４月１日付採用介護員１名内定 

 

第３回部門会議（管理栄養士） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、最低賃金引上げ、サービ

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ４日 

８月 ７日 

８月１０日 

 

８月１９日 

８月２２日 

 

８月２３日 

８月２４日 

 

８月２５日 

８月２７日 

８月３０日 

８月３１日 

 

９月 １日 

９月 ４日 

９月 ５日 

 

９月 ７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 ８日 

９月 ９日 

９月１９日 

 

９月２１日 

 

 

 

 

９月２２日 

９月２４日 

９月２５日 

９月２６日 

ス向上プロジェクト、メンタルヘルス事業、ＩＣＴ

事業、敬老会、次世代育成研修、登用試験等 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況、ＩＣＴ事業推進

による業務改善等 

第２回事務局長・事務長会議 

第４回ときわ荘入退所判定委員会 

外国人介護人材受入説明会（リモート） 

第１回部門会議（ショートステイ担当生活相談員） 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘） 

第１回次世代育成研修 

第２回あぶくま荘入退所判定委員会 

第１回部門会議（主任看護師等） 

第３回部門会議（主任介護員） 

第２回船引こぶし荘入退所判定委員会 

第２回こまち荘入退所判定委員会 

交流会・職場説明会（第２０回） 

常務理事定期巡回（ときわ荘・あぶくま荘） 

ＩＣＴ推進：展示会・セミナー（仙台） 

 

職員採用辞令交付 介護員１名 

第５回ときわ荘入退所判定委員会 

職員採用試験 

 ○１０月１日付看護師１名内定 

法人運営会議（理事会議案確認） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、最低賃金への対応、ＩＣ

Ｔ推進事業、採用活動、登用試験、サービス向上プ

ロジェクト、メンタルヘルス事業 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況（各工程表確認）、

第２期特定技能介護職員受入、ＩＣＴ活用による業

務改善等 

第３回事務局長・事務長会議 

地域貢献事業（認知症カフェ：ときわ荘） 

職員採用試験 

 ○１０月１日付看護師１名内定 

理事会 

 決議及び承認事項） 

 ○収支予算の一部補正 

その他） 

○ＩＣＴ推進による業務改善等 

第３回事業部門会議 

交流会・職場説明会（第２１回） 

第４回都路まどか荘入退所判定委員会 

第２回次世代育成研修 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス事業、中間監査、田村市福祉避難所協定締結に向

けて 

法人運営会議 

○プロジェクト２０２３進捗状況、経営協ドック、

振込手数料、勤務表作成ソフト、サービス向上プロ

ジェクト等 

第２期特定技能介護職員受入二次選考 

第４回部門会議（主任介護員） 

法人連絡協議会 

 ○各法人事業活動状況、特定技能介護職員の生活サ 

ポート・学習サポート、情報交換 

第３回次世代育成研修 

第２回苦情解決第三者委員会（こまち荘） 

第６回ときわ荘入退所判定委員会 

第２回定期採用試験 

 ○令和 6 年４月１日付介護員１名内定 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘、ときわ

荘） 

交流会・職場説明会（第２２回） 

ケアハウス入居者より寄付金受領 

理事長・常務理事定期巡回（都路まどか荘・ときわ荘） 

第２回サービス向上プロジェクト会議 

中間監査１日目  

 

９月２７日 

 

９月２８日 

 

 

 

 

９月２９日 

 

９月３０日 

 

 

１０月 １日 

１０月 ２日 

１０月 ３日 

１０月 ３日 

１０月 ４日 

 

１０月 ５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１０日 

１０月１１日 

１０月１３日 

 

 

１０月１７日 

１０月１９日 

 

１０月２１日 

 

 

 

１０月２２日 

１０月２３日 

１０月２４日 

１０月２７日 

１０月３０日 

県監査及び運営指導（こまち荘） 

理事長・常務理事定期巡回（こまち荘・船引こぶし荘） 

ＩＣＴ推進：国際福祉機器展（東京） 

監事会 

 ○中間監査方針 

登用試験（一般職Ⅰ⇒一般職Ⅱ） 

 ○令和６年４月１日管理栄養士内定 

第２期特定技能介護職員受入一次選考 

第２回総務部門会議 

第１回サービス向上プロジェクト 

田村市事業：移住者向けオンラインイベント「たむら

のお仕事」 

 

職員採用辞令交付 看護師２名 

ＯＵＲ定期面談 

第４回部門会議（管理栄養士） 

県社協理事研修会 ２名 

職員採用試験 

 ○１１月１日付介護員１名内定 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、ＩＣＴ機器導入推進、シ 

ョートステイ床転換、秋の叙勲、採用試験、採用活

動状況、サービス向上プロジェクト、メンタルヘル

１２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

  メンタルヘルスケア第１回職場訪問（ときわ荘） 

ときわ荘職員 叙勲式典（皇居） 

第３回こまち荘入退所判定委員会 

第５回都路まどか荘入退所判定委員会 

たむらのお仕事撮影（ときわ荘） 

日本語能力検定受験対策集合研修（特定技能職員） 

理事会 

 協議事項） 

 ○報告事項 令和５年度上期理事長及び常務理事の

職務執行状況報告、中間監査報告、評議員上期報告

会内容検討 

第４回事務局長・事務長会議 

第４回事業部門会議 

メンタルヘルスケア第２回職場訪問（都路まどか荘） 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘、ときわ

荘） 

第７回ときわ荘入退所判定委員会 

メンタルヘルスケア第３回職場訪問（こまち荘） 

第３回総務部門会議 

ときわ荘職員 叙勲受章報告（田村市長、田村市社協

会長） 

第３回船引こぶし荘入退所判定委員会（書面） 

日本語能力検定受験対策集合研修（特定技能職員） 

 業務執行状況（本部、あぶくま荘、こまち荘、とき

わ荘） 

中間監査２日目 

 業務執行状況（都路まどか荘、船引こぶし荘）、監査

報告 

職員退職辞令交付 介護員１名 

 

職員採用辞令交付 介護員１名 

日本語能力検定受験対策集合研修（特定技能職員） 

法人運営会議（理事会議案確認） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、中間監査、県補助金、シ 

ョートステイ床転換、職員応援体制、採用活動、上

期報告会 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況、事業継続計画等 

ときわ荘職員 叙勲伝達式（県杉妻会館） 

第５回部門会議（管理栄養士） 

職員採用試験 

 ○１月１日付介護員１名内定 

日本語能力検定受験対策集合研修（特定技能職員） 

施設長会議 

 ○人事考課について 

 

１１月１０日 

 

１１月１３日 

１１月１４日 

１１月１５日 

１１月１６日 

 

 

 

 

 

１１月１７日 

 

１１月１８日 

 

１１月２０日 

 

１１月２１日 

１１月２２日 

 

 

 

 

 

１０月３１日 

 

 

 

 

１１月 １日 

 

１１月 ２日 

 

 

 

 

 

 

１１月 ６日 

１１月 ７日 

１１月 ８日 

 

 

１１月 ９日 

 

１３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員への上期報告会 

 ○令和５年度上期理事長及び常務理事の職務執行状

況報告、中間監査報告 

第３回サービス向上プロジェクト会議 

交流会・職場説明会（第２３回） 

経営協社会福祉法人マネジメントスキル講座（東京） 

第４回次世代育成研修 

福祉のしごと相談会 

第３回あぶくま荘入退所判定委員会 

日本語能力検定受験対策集合研修（特定技能職員） 

第６回部門会議（管理栄養士） 

理事長・常務理事定期巡回（あぶくま荘・都路まどか

荘） 

 

職員採用試験 

 ○令和６年４月１日付介護員１名、事務員１名内定 

法人運営会議（理事会議案確認） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、賞与、職員配置、職員応

援体制、採用活動、ICT 介護ロボット補助金、表彰

委員会、職員意向調査面接、次年度当初予算査定等 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況、介護職員賃上げ

１１月２４日 

 

 

 

１１月２６日 

１１月２７日 

１１月２８日 

 

 

１１月２９日 

１１月３０日 

 

 

 

１２月 ４日 

 

 

１２月 ７日 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日 

１２月１１日 

 

 

１２月１２日 

１２月１３日 

１２月１４日 

１２月１６日 

 

１２月１９日 

１２月２０日 

１２月２１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２２日 

動き等 

メンタルヘルスケア第４回職場訪問（都路まどか荘） 

田村市国際交流イベント（特定技能職員） 

メンタルヘルスケア第５回職場訪問（あぶくま荘） 

特定技能職員社会科見学（会津若松市） 

第５回事務局長・事務長会議 

メンタルヘルスケア第６回職場訪問（船引こぶし荘） 

第５回部門会議（主任介護員） 

叙勲受章に伴う表彰委員会 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘、ときわ

荘） 

ＯＵＲ定期面談 

第５回次世代育成研修 

理事会 

 決議及び承認事項） 

 ○収支予算の一部補正 

 ○就業規則の一部改正 

 ○食事サービス提供業務委託契約締結 

 ○リネン製品リース契約締結 

 ○施設等総合管理業務委託契約締結 

 報告事項） 

 理事長専決契約 

理事長・常務理事定期巡回（こまち荘・船引こぶし荘） 

１４ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

  

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２月２４日 

１２月２５日 

１２月２７日 

  

１月 １日 

１月 ５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１０日 

 

１月１１日 

 

 

 １月１６日 

１月１９日 

 

第４回サービス向上プロジェクト会議 

交流会・職場説明会（第２４回） 

勤務表作成ソフト導入検討説明会 

第８回ときわ荘入退所判定委員会 

 

職員採用辞令交付 介護員１名 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、職員配置、職員応援体制、

介護職員処遇改善支援補助金、ＩＣＴ導入推進事業、

業務災害補償保険、採用活動。法人研修、県補助金

等 

法人運営会議 

 ○プロジェクト２０２３進捗状況、特定技能職員、

法人全体研修、サービス向上プロジェクト、嘱託職

員給与等 

第６回部門会議（主任介護員） 

第６回事務局長・事務長会議 

職員採用試験（パート職員⇒一般職Ⅱ） 

 ○令和６年２月１日付介護員２名内定 

メンタルヘルスケア第７回職場訪問（こまち荘） 

第６回次世代育成研修 

サービス向上プロジェクト会議 

第５回事業部門会議 

 

１月２０日 

 

１月２２日 

１月２３日 

１月２５日 

 

１月２６日 

１月２８日 

１月２９日 

１月３１日 

 

２月 １日 

 

２月 ２日 

 

２月 ５日 

 

２月 ６日 

 

 

 

２月 ８日 

第６回都路まどか荘入退所判定委員会 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘、ときわ

荘） 

メンタルヘルスケア第８回職場訪問（あぶくま荘） 

第４回総務部門会議 

第４回船引こぶし荘入退所判定委員会 

メンタルヘルスケア第９回職場訪問（ときわ荘） 

第２回部門会議（ショートステイ担当生活相談員） 

交流会・職場説明会（第２５回） 

第６回都路まどか荘入退所判定委員会（書面） 

令和６年度予算査定第１日目 

 

職員採用辞令交付 介護員２名 

令和６年度予算査定第２日目 

船引高校地元企業職場説明会 

第４回こまち荘入退所判定委員会 

令和６年度予算査定第３日目 

第５回サービス向上プロジェクト会議 

社会保険労務士による人材育成研修 

施設長会議 

 ○令和６年度職員配置 

第７回部門会議（管理栄養士） 

施設長会議 

１５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 内 容 

  

月 日 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○各施設運営状況等確認、職員配置、職員応援体制、 

 法人全体研修会、ハラスメント等 

法人運営会議 

 ○特定技能職員、プロジェクト 2024 に向けて等 

第４回こまち荘入退所判定委員会 

メンタルヘルスケア第 10 回職場訪問（船引こぶし荘） 

職員退職辞令交付 看護師１名 

福祉の職場就職説明会 

メンタルヘルスケア第 11 回職場訪問（都路まどか荘） 

メンタルヘルスケア第 12 回職場訪問（あぶくま荘） 

第２期特定技能職員内定者交流会 オンライン 

法人全体研修会（田村市辰巳屋） 

 ○叙勲受章表彰  

 ○講演、サービス向上プロジェクト会議 成果発表 

第９回ときわ荘入退所判定委員会 

メンタルヘルスケア第 13 回職場訪問（船引こぶし荘） 

地域貢献事業（認知症カフェ：ときわ荘） 

勤務表作成ソフト導入検討説明会 

能登半島地震義援金（福島県老施協） 

施設長会議 

 ○人事考課、令和６年度職員配置 

交流会・職場説明会（第２６回） 

第７回都路まどか荘入退所判定委員会（書面） 

 

 

 

 

２月 ９日 

 

２月１０日 

２月１２日 

２月１３日 

２月１４日 

 

 

 

 

２月１６日 

 

２月１７日 

２月１９日 

２月２１日 

２月２２日 

 

２月２５日 

２月２６日 

２月２７日 

２月２９日 

 

 

３月 ４日 

３月 ５日 

 

 

 

 

 

 

３月 ７日 

 

 

３月 ８日 

３月１３日 

３月１４日 

 

 

 

 

 

第４回あぶくま荘入退所判定委員会 

職員退職辞令交付 事務員１名 

能登半島地震被災施設見舞金（全国経営協特別年会費） 

 

勤務表作成ソフト導入検討説明会 

勤務表作成ソフト導入検討説明会 

法人運営会議（理事会議案確認） 

施設長会議 

 ○各施設運営状況等確認、職員配置、職員応援体制、

保険者への事故報告 

法人運営会議 

 ○特定技能職員、プロジェクト 2024 に向けて等 

介護ＩＣＴ体験会（仙台市） 

メンタルヘルスケア第 14 回職場訪問（船引こぶし荘） 

ＯＵＲ定期面談 

メンタルヘルスケア第 15 回職場訪問（都路まどか荘） 

メンタルヘルスケア第 16 回職場訪問（ときわ荘） 

理事会 

 決議及び承認事項） 

 ○令和５年度収支予算の一部補正 

 ○令和６年度事業計画及び収支予算 

 ○給与規程の一部改正 

 ○役員等賠償責任保険契約 

１６ 



 

 

 月 日 内 容 

  

＜交流会・職場説明会の概要＞ 

開 催 

 

対応職員 事務局長、施設長、事務長 

事業ＰＲ 

 

参加実績 

 

＜新型コロナ感染症及びクラスターの概要＞  

クラスター 

事業所 
４施設 ５回 

陽性者 利用者 1５０名 職員 71 名 

影 響 

 
＜社会貢献活動＞ 

 

 ○施設長及び事務長の選任 

 報告事項） 

 ○理事長専決契約 

 ○職員採用状況 

令和６年４月１日付採用職員説明会 

第５回船引こぶし荘入退所判定委員会 

地域貢献事業（認知症カフェ：都路まどか荘、ときわ

荘） 

メンタルヘルスケア第 17 回職場訪問（船引こぶし荘） 

常葉ロータリークラブ５０周年記念式典 寄付受領 

交流会・職場説明会（第２７回） 

第８回都路まどか荘入退所判定委員会 

看護師夜間オンコール代行業者説明会 

メンタルヘルスケア第１８回職場訪問（こまち荘） 

退職辞令交付 

 定年退職）看護師１名、介護員４名 

依願退職）施設長１名、介護員１名 

 

 

 

 

 

３月１５日 

 

 ３月１６日 

 

３月２２日 

３月２３日 

 

３月２４日 

３月２５日 

３月２８日 

３月２９日 

 

 

 

 

１７ 

毎月第４日曜日 

１０時００分から１１時３０分 

・新聞折込（３ヶ月に１度 18,350 部） 

・法人ホームページ 

・１市２町の広報誌 

○短期入所事業の休止 ○通所事業の休止 ○新規入

所者の入所日延期 ○人件費（時間外）の増 ○医薬

品費の増 ○消耗器具備品費の増 ○事業再開後のご

利用者の再利用 

毎月第４日曜日 

参加者 ８名 ⇒ 採用５名 

（正職 2 名、臨時２名、パート１名） 

○さくらの里クリーンアップ作戦への参加 ○三春町クリーンアップ

への参加 ○認知症カフェ「まどかカフェ」の開催 ○認知症カフェ

「ふれあい喫茶 とこのは」の開催 ○中学・高校の福祉・介護職場見

学会（田村市、小野町） 



 

４－１ 各事業報告（特別養護老人ホーム・老人短期入所事業） 

 
特別養護老人ホーム 

あぶくま荘 

特別養護老人ホーム 

こまち荘 

特別養護老人ホーム 

都路まどか荘 

特別養護老人ホーム 

船引こぶし荘 

特別養護老人ホーム 

ときわ荘 

特養ホーム

の重点目標 
 

①施設経営の安定化と効率

化アップ 

②不測の事態に対応できる

継続計画の整備 

③ご利用者の生活機能維持・

向上 

④腰痛予防対策と福祉機器

活用 

⑤地域貢献における施設の資

源化 

①ＩＣＴ活用による業務改善 

への取り組み 

②レクリエーションや行事、

余暇活動の充実 

③多職種連携による健康管理

と長期入院者の減 

④多職種協働による生活リハ

ビリの継続 

⑤感染症予防対策及び事故防

止対策の徹底 

⑥特定技能介護職員の育成 

①各種研修参加機会の確保 

②with コロナでの認知症カ

フェ継続 

③重大事故予防への取り組み 

④ＩＣＴ活用等による、業務

負担軽減 

①４つの化の継続 

②業務効率への具体的な取り

組み 

③施設設備等への維持管理 

④地域動向を踏まえた医療連
携 

⑤地域貢献（市・関係機関との
連携） 

⑥感染症予防・事故防止対策
の徹底 

 

①計画的な営繕管理体制の構

築 

②円滑な入退所判定委員会の

運営 

③新人を含む職員の人材育成 

及び支援内容の充実 

④根拠に基づいた感染予防対

策の実施 

⑤ＩＣＴ活用による業務の効

率化と負担軽減 

実施状況 

①例年より多くの入院者、退

所者となった。待機者の見

送りや、受け入れ前の実態

調査が先方側の感染症の影

響で延びる等、スムーズな

入所調整に至らなかった。 

②事業継続計画を策定し、全

体会議で職員周知を図っ

た。引き続き、より実効性の

ある計画を目指す。 

③機能訓練指導員が配置され

たことで、歩行訓練や可動

域訓練、レクリエーション

等が充実し、楽しみを持っ

ての訓練が残存機能維持に

繋がった。 

④腰痛防止研修へ参加、移乗

用福祉用具を活用し、持ち

上げない介護を推進した。 

⑤社協主催の高齢者支援事業

へ参加を予定したが、周辺

の感染状況を踏まえ参加を

見送った。 

①ＩＣＴ活用のための情報集

収に留まってしまい業務改

善までには至らなかった。 

②感染症に注意しながら、ご

利用者に楽しん頂ける行事

などを実施したが充実まで 

には至っていない。 

③多職種連携により情報の共

有を図り、入院者を減らす

ことができたので継続して 

行きたい。 

④個々の能力や意向に添って

福祉用具などを活用し理学

療法士の指導のもとで実施

することができた。 

⑤毎月感染対策委員会を開催

し標準予防策を継続したが

年度末に感染症が発生した

転倒事故や誤薬も発生した

ので再発防止努めた。 

⑥プリセプターを中心に親切

丁寧な指導に努め日勤帯迄

は育成することができた。 

①各種オンライン研修を積極

的に活用した。また、感染症

についての研修を全職員対

象に実施し、標準予防策の

徹底に努めた。 

②感染対策を行いながら、毎

月（コロナ感染クラスター

時以外）認知症カフェを開

催した。地域住民の交流や

学びの場として、地域に定

着している。 

③事故防止委員会を中心に事

故検討を毎月行い、予防策

の周知を行った。また、事故

防止研修会を実施し再発予

防に努めた。 

④業務改善推進チームを中心

に、業務内容の改善、業務負

担軽減に努めた。また ICT

導入に向け、担当職員を中

心に研修等を実施した。 

①ご利用者の変化に注意し、

多職種連携、情報共有によ

りサービスの質の向上に努

めた。 

②限られた人員の中でより良

い適切なケアが行えるよ

う、意見を出し合い、協力す

ることで業務改善に努め

た。 

③施設設備等を稼働状況に応

じ更新した。 

④医療機関との連携を密に図

り、早期対応に努めた。 

⑤感染対策のもと家族交流会

や地域の中学校での体験学

習など地域貢献を継続し

た。 

⑥標準予防策の徹底を実行し

てきたが、結果としてクラ

スターが発生した。誤薬等

の重大事故もあり再発防止

策の見直しを行った。 

①日頃から設備等管理に努

め、修繕計画に基づき実施

し、計画外の修繕にも対応

できるように取り組んだ。 

②申込受付に応じ随時入退所

判定委員会を開催した（9

回実施）。 

③主任を中心とし各部署で連

携を図った体制で人材育成

に取り組み、新人職員に対

しては定期的な面談を行

い、支援内容の充実に努め

た。 

④嘱託医と連携を図り、新型

コロナウイルス等感染予防

のため感染対策を図り、行

事や面会制限によるご利用

者への影響を最小限になる

ように細やかなコミュニケ

ーションに努めた。 

⑤ＩＣＴ活用のため環境整備

やソフトの移行に向け研修

会などを行い取り組んだ。 
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特別養護老人ホーム 

あぶくま荘 

特別養護老人ホーム 

こまち荘 

特別養護老人ホーム 

都路まどか荘 

特別養護老人ホーム 

船引こぶし荘 

特別養護老人ホーム 

ときわ荘 

短期入所 

の重点目標 

①感染対策の水際対策の徹底

と施設内での感染対策の継

続した実施 

②職員の配置数を考慮した負

担のない受け入れ体制 

③集団、個別の両方による 

余暇支援の提供 

 

①サービスの質の向上 

②ご家族及び関係事業所との 

連携による情報の共有化 

③新規ご利用者の確保と利用

継続への取組による稼動率

向上 

④効率的な空きベッドの調整 

⑤感染症予防対策及び事故防

止対策の徹底 

①ご利用者の定期利用への定  

 着 

②ご利用者、ご家族との情報

共有とニーズに基づいたサ

ービスの提供 

③工夫した余暇活動の提供 

④感染症予防対策及び重大事

故防止対策の徹底 

①ニーズの把握とそれに基づ

いたサービスの提供 

②ご家族・関係機関・各部署と

の綿密な情報共有とサービ

スの質の向上 

③地域からの期待に応え、稼

働率につなげる 

④根拠に基づく感染予防と重

大事故防止対策 

①個別ケアの提供 

②健康管理や疾病への対応  

③楽しみのある生活・余暇活

動等の提供 

④感染症予防・事故防止の対

策 

⑤短期入所支援内容の充実 

実施状況 

①利用前の体調確認、送迎時

の聞き取り、検温、消毒の徹

底。体調不良時の早期対応

に努め、周辺の感染状況に

注意を払うため、在宅診療

会議や関係事業所と密な情

報共有を図った。施設内で

は、咳エチケットや手洗い、

アルコール消毒を励行し、

標準予防策を徹底した。 

②職員不足の課題がある中に

あっても、利用希望者に対

してはしっかりと受け入れ

ができるよう、現場協力体

制を整えた。 

（月平均稼働率 70.3％） 

③感染対策を行いながらの提

供であったが、ラジオ体操、

食前体操等、集団体操を中

心に、各種行事への参加を

積極的に促した。 

①ご利用者、ご家族の意向を

確認し適切なサービスの提

供を行い、定期的な利用に

繋がるようにした。 

②定期的にサービス担当者会

議を開催しサービス計画の

見直しなどを実施し情報の

共有を図った。必要に応じ

て居宅介護支援事業所との 

連携も図った。 

③稼働率の向上のため、困難

事例なども積極的に受入れ

を行ったが、継続利用まで

に至らないケースが多かっ

た。他事業所への入所をさ

れるご利用者も増加した。 

④居室の割振りを変更し空き

ベッドの調整しやすい環境

にしたが稼働率の向上まで

には至っていない。 

⑤毎月感染対策委員会を開催

し標準予防策及び情報の共

有に努めたが年度末に感染

症が発生し受入れ中止の期

間ができてしまった。 

 

 

①人員不足及びコロナ感染ク

ラスター時、受け入れ制限

を実施することもあった

が、感染症に注意しながら、

都路町内及び周辺地域の利

用及び利用回数増等に対応

した。 

②ご家族、居宅介護支援事業

所との連携を図り、感染予

防対策を実施しながらサー

ビス担当者会議へ積極的に

参加し、情報の共有に努め

た。施設内でも情報の共有

を図って受け入れを行っ

た。 

③コロナ禍により活動に制限

はあったが楽しくご利用し

て頂けるように個別に対応

した。 

④健康チェック、ご家族の健

康状態確認を行うほか、ご

利用時の検温やマスクの着

用など、感染予防対策の徹

底に努めた。また、多職種連

携で利用時の事故防止に努

めた。 

①新規利用者は計 69 名。多

職種連携、情報を共有し、

状態把握や体調管理に努

め、ご家族、ケアマネとの

連携を図った。積極的に新

規の確保に努めた。職員減

少による受け入れ人数制限

や新型コロナ感染症拡大に

よる利用休止等により稼働

が伸びなかった状況があ

る。 

②ご家族やケアマネからの利

用希望に沿った日程調整や

意向を反映することができ

た。キャンセル待ちの利用

者に関しては、空床利用等

で調整に努めた。 

③各部署への情報共有の方法

について検討し、スムーズ

な受け入れが行えるよう工

夫した。 

④利用前日や当日にご利用者

やご家族の状態確認を行う

ほか、ご利用時の検温やマ

スクの着用など、感染予防

対策の徹底に努めた。 

①本人やご家族、居宅介護支

援事業所と生活や嗜好など

情報の共有を図り、意向等

に沿った支援に努めた。 

②利用時の体調管理を行い状

態変化時は多職種、ご家族・

担当ケアマネ、主治医と連

携し疾病状態に応じ利用検

討し体調不良などで退所と

なることもあった。 

③会議などで余暇活動などの

実施内容の検討・提供を行

い、楽しみのある生活が過

ごせるように努めた。 

④利用前の状態確認・利用時

の標準予防策の徹底を図っ

た。在宅での生活状況を把

握し事故防止に努めた。 

⑤生活状況を確認し在宅生活

の継続を目指し支援内容の

充実に努めた。空き状況を

見ながら積極的に新規を受

け入れた。 
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特別養護老人ホーム～諸活動の実績 

 

（１） 各種行事、クラブ活動等の状況  ⇒ 規模縮小 

施設内で実施した季節等の行事 

 主たる実施内容 

春 ３月～５月 桃の節句、春彼岸、観桜会、端午の節句、母の日、菖蒲湯 

夏 ６月～８月 父の日、七夕、夕涼み会、夏祭り、盆供養 

秋 ９月～１１月 敬老会、秋彼岸、お月見会、芋煮会、運動会 

冬 １２月～２月 
クリスマス会、忘年会、越年会、餅つき、ゆず湯、お正月、新年祈願祭、賀寿交歓会、三が日行事、鏡開き、七草 

小正月、団子さし、節分 

通年 
開所記念日、利用者懇談会、誕生会、百歳賀寿、茶話会、居酒屋、お楽しみレストラン、お茶カフェ会 

お楽しみショッピング、デイサービスとの共同行事 

 

家族や地域との交流があった行事 

 主たる実施内容 

ボランティア等 各ボランティア活動や団体の受入れ（演芸、創作、行事、郷土料理、実習生受入、作業奉仕等） 

施設行事等 夏祭り、夕涼み会、敬老会、クリスマス会、越年会、餅つき、忘年会、買い物、ふる里訪問、ドライブ 

家族会・地域連携 家族会（役員会、総会、奉仕作業）、家族懇談会、地域連携夜間総合防災訓練、地域行事への参加、介護者教室 

 

趣味・余暇活動やクラブ活動等 

 主たる実施内容 

趣味・余暇活動 

創作活動（俳句、手芸、編み物、絵画、ぬり絵、習字等）、読書、朗読、歌唱、映画・ビデオＤＶＤ観賞会、料理、園芸、お茶会 

レクリエーション活動、余暇活動教室、体操、踊り、劇、施設外活動（小旅行、ドライブ、買い物、外食、ふる里訪問等） 

ユニットケア施設～ユニット交流会、ふれあい活動 

クラブ活動 創作、書道、絵画、手芸、生け花、音楽、カラオケ、朗読紙芝居、発声、園芸、料理、レクリエーション 
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 （２）各種会議、委員会、研修の状況 ⇒ 一部中止 規模縮小 開催の場合は感染対策を講じて実施 

 主たる実施内容 

各種会議 

＜法人内＞ 施設長、局長・事務長、各部門、プロジェクト 

＜施設内＞ 

 職員全体、運営、ケアカンファレンス、部署（職種、業務）、業務検討、広報編集、環境整備、省エネ対策、メンタルヘルス対策 

＊その他の会議（事業部門、正副主任、エリア、看護と介護の医療的ケア、感染対策、事故防止対策、サービス向上、リスク管理、自衛消防） 

＊ユニットケア施設の会議～ユニット、ユニットリーダー 

＜施設外＞ 

 福島県主催～社会福祉施設長、県老人福祉施設協議会主催～施設長 

委員会 

＜施設内＞ 

防火管理、苦情解決、身体拘束廃止、事故防止検討、感染症・食中毒予防、褥瘡予防、医療的ケア対策、高齢者虐待防止委員会、衛生委員会・ス

トレスチェック実施（一部施設） 

＊その他の委員会（広報、環境整備、看取り介護、省エネ対策、業務検討、生活向上、機能向上、メンタルヘルス、レクリエーション、実習受入、

ボランティア、持ち上げない介護推進、認知症カフェ実行） 

研修会 

＜法人内＞ 全体、新規・中途採用職員、人材育成、日本語能力検定受験対策 

＜施設内＞  

全体会議内（事業計画、施設長訓示・講話、各部署・委員会総括、各種研修報告、自衛消防計画、交通事故防止対策、ユニットケア、ケアプラン、

倫理及び法令遵守、プライバシー保護、メンタルヘルス、ハラスメント防止、高齢者虐待防止、新人職員、苦情解決、身体拘束廃止、褥瘡予防、

感染症及び食中毒防止、消防防災、地震想定防災、事故の発生予防、事故発生時等緊急時の対応、非常災害時の対応、職員マナー、営繕管理対策、

省エネ対策、認知症及び認知症ケア、看取りケア、看取りの精神的ケア、機能訓練、介護、排泄ケア、移動介助技術、腰痛防止、看護と介護の医

療的ケアの連携、看護、経管栄養、吸引技術、利用者接遇、24 時間シート活用、体位交換、就寝環境、栄養ケアマネジメント、ソフト食） 

全体会議外（新人職員研修） 

＜県老人福祉施設協議会主催＞  

職種別研修会（事務職員、生活相談員、介護支援専門員、主任介護員、介護員、新人介護員、看護師、機能訓練指導員、給食担当者） 

＜県老人福祉施設協議会県中地区施設部会主催＞  

 職種別研修会（施設長、事務長、事務職員、生活相談員、主任介護員、介護員、新人介護員、看護師、機能訓練指導員、給食担当者） 

＜県社会福祉協議会主催＞ 

 職種別・階層別研修会（新任職員、事務職員、施設職員、中堅職員、中堅管理職、研修担当職員、研修担当職員フォローアップ、指導的職員、看

護等職員、栄養士） 

＜その他＞ 

 雇用管理責任者、福利厚生企画、防火管理者、防災の集い、危険物取扱保安、社会福祉法人会計基準、社会福祉会計簿記入門、介護支援専門員実

務、ボランティア受入、福祉サービスに関する苦情解決、介護職員ステップアップ、介護福祉士実習指導者、介護技術、排泄ケア、認知症高齢者

対応、認知症介護スキルアップ、ユニットリーダー、身体拘束廃止実務、喀痰吸引等、介護保険施設看護管理者、看護管理者育成、痰の吸引等実

施のための指導者養成看護師、看護職と介護福祉士の交流会、医療安全、感染症対策のあり方、リスクマネジメント、接遇マナー、特定給食施設

等 
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４－２ 各事業報告（老人デイサービス事業、軽費老人ホーム、居宅介護支援事業所） 

 
都路まどか荘 

デイサービスセンター 

田村市船引 

デイサービスセンター 

ケアハウス 

ふねひき福寿荘 

田村市船引在宅 

介護支援センター 

実施状況 

①帰還した地域ご利用者の積極的受 
入 

②職員の資質向上、連携、情報共有
の徹底 

③職員連携による業務の向上（チー
ムワーク力の維持） 

④田村市船引デイサービスセンター
との交流事業 

⑤各種災害・感染症発生時の業務継
続計画と訓練 

⑥with コロナでの認知症カフェ継
続 

①４つの化の継続（見える化、言える
化、聞ける化、気付ける化） 
見える化＝稼働率の改善（目標：1
日通常型１８名 総合事業５名） 

②地域及び専門職との連携強化の継続 
③併設事業所間、法人事業所間との更
なる連携強化（地域貢献・宿直・災
害時緊急対応・都路まどか荘デイサ
ービスセンターとの交流事業） 

④感染症・事故防止対策の継続 

①4 つの化の継続 
②施設設備等修繕更新計画の実施 
③施設の認知度を高めるため、継続した
ＰＲ活動による待機者確保 

④住み慣れた自宅となるよう「地域の施
設」として価値を高める 

⑤安定した稼働率を目指した４事業所
間の連携強化 

⑥食の楽しみと介護予防の取り組み 

① ４つの化の継続 
② 自立支援を目指した個別性のあ
るケアプラン作成 

③ 目標給付管理件数 月間平均 1
人当たり 37 件（予防を含む） 

④ 地域包括支援センターとの連携 
⑤ 法定研修受入れと人材育成 
⑥地域包括ケアシステムの担い手
として地域を支える仕組みへの
参画 

 

①帰還したご利用者の積極的受け入
れを継続して行った。個々の状況
に応じたサービス提供を実施し
た。 

（新規 15 名、追加 17 名） 
②部署内の勉強会を定期的に実施、
法人研修等に参加し、職員の資質
向上を図った。 

③職員間での情報共有、連携を図り
ながらスムーズなサービス提供が
行えた。職員同士のコミュニケー
ションを図り、チームワークを重
視することが出来た。 

④新型コロナ感染症の状況により、
交流事業は実施出来なかった。 

⑤各種災害、感染症発症時の対応に
ついて勉強会を通して訓練や情報
共有を行いながら実施した。 

⑥職員体制、業務都合により認知症
カフェへの参加が出来ず、延期し
た。 

①稼働率を毎月掲示することで職員の
稼働率向上へ意識づけることに繋げ
られた。業務改善・職場環境改善に
取り組むことができた。活動内容が
マンネリせず、ご利用者が自発的に
楽しめるような新たなレクリエーシ
ョンを考え実施することができた。 
（一日平均：通常型 15.2 名 総合
事業 4.5 名） 

②ご利用者・ご家族との関係を意識
し、積極的に情報共有を図り、地域
ニーズの把握に努めた。各居宅、包
括センターへ定期的に訪問し、ご利
用者の情報共有を図り、良好な関係
性を構築することができた。 

③併設事業所間へ季節の行事に参加を
促し交流ができた。中学生職場体験
５名の受入れ、田村市船引地区文化
祭に作品を出品した。 

④職員相互間で情報を共有し感染拡大
防止に努めた。 
業務検討委員会が中心となり、危険
箇所の確認や「危険予知訓練」の勉
強会を開催し事故防止対策の取り組
みを継続した。 

①収支の状況を踏まえコストを意識し、
ご利用者に耳を傾け事業を推進した。 

②退去時に居室改修(床張替え)実施。
経年劣化に伴う施設設備の修繕は随
時実施。 

③各事業所へパンフレットの配布や情
報提供を随時行い営業活動を行っ
た。平均在所者数 26 名、待機者６
名（3 月時点） 

④何かあれば直ぐに職員が対応しご家
族様へ繋ぐ事で健康管理等ができて
いる。また、病院送迎など施設で対
応できない部分はご家族様や低額料
金の外部サービスに繋ぐなど地域の
施設としての役割、機能及び支援が
できた。 

⑤生活維持に支障をきたす部分として
は介護サービスを利用し効率化を図
るためにも併設の居宅、デイサービ
ス、特養で情報の共有及び連携に努
めた。 

⑥ニーズに応じて参加型の料理クラブ
を実施、管理栄養士による講話を実
施した。田村市と連携し定期的な運
動サロンを実施した。 

①給付目標件数の達成を意識し、
毎月の担当件数をグラフ化し
た。 

②個々の状況に応じた自立支援を
基本とし、インフォーマルサー
ビスを盛り込んだケアプラン作
成を心がけた。 

③職員体制が３名から４名体制と
なり、新規相談を断ることなく
受け入れたが、目標を達成出来
なかった。 

④要介護から予防になった方につ
いては継続支援し、困難事例に
ついては地域包括支援センター
の他、相談支援事業所、民生委
員等と連携を図ってきた。 

⑤今年度、介護支援専門員の法定
研修１名を受け入れる。新任職
員とともに基本から部署内で学
び、定例会で事例検討を随時開
催し、研修へも積極的に参加し
事業所としての知識や技術の向
上を図った。 

⑥地域ケア会議に事例提出を行っ
た。 
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＜参考資料１＞ 

 

（１）特別養護老人ホーム 入所待機者数の推移 （２）特別養護老人ホーム 利用率の推移 （３）特別養護老人ホーム 新規入所者数の推移 

   

 

（４）特別養護老人ホーム 平均介護度の推移 

 

（５）特別養護老人ホーム 経管栄養の推移 

 

（６）特別養護老人ホーム排泄全介助割合の推移 
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＜参考資料２＞ 

 

（７）特別養護老人ホーム 入浴全介助割合の推移 （８）老人短期入所事業 利用率の推移 （９）老人デイサービス事業 利用率の推移 

   

   

 

（１０）老人デイサービス事業 平均介護度の推移 

 

（１１）軽費老人ホーム 利用率の推移 

 

（１２）居宅介護支援事業 ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成件数の推移 
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５ 身体拘束の実施状況と廃止への取り組み（年間） 

 

（１） 身体拘束実施件数   １２  件 

 

入所者の生命維持の必要性から医師の指示により一時的に身体拘束を実施した。 

一時的な抑制方法としてミトンを使用した。 

（身体拘束が認められる条件は「切迫性」「非代替性」「一時性」。本人及び身元引受人に説明し確認後に実施。） 

 

（２） 身体拘束廃止への取り組み内容 

 

○身体拘束廃止委員会活動により実施した。 

   ○研修・学習会を通じ身体拘束廃止についての理解を深めた。 

   ○ケアカンファレンス等の会議を通じて個別の対応策の検討及び見直しを図った。 

 

６ 事故報告と防止対策（年間） 

 

（１）重大な事故の報告件数   ４０  件 

 

   ＊重大な事故  （１）転倒・転落またはその他の事故により医療機関を受診し治療を行ったもの・・・  １５ 件 

（２）誤嚥等により窒息し、意識喪失があったもの（受診の有無は問わない） ・・・・    ２ 件 

（３）離設し（施設外に出てしまい）捜索を行ったもの・・・・・・・・・・・・・・   １ 件 

（４）誤薬により体調不良になったもの及び医療機関を受診し治療を行ったもの・・・   ０ 件 

（５）送迎や受診時に交通事故を起こしたもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ０ 件 

（６）その他上記に準ずる重大な事故・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２２ 件 （うち、服薬誤り２０件） 

 

（２）主な事故防止対策 

   ○事故防止対策委員会活動により実施した。（事故直後、定期及び随時の開催） 

   ○定期的にモニタリングを実施し再発防止に努めた。 

○事故事例の集計分析により事故の多面的な傾向を踏まえた要因分析を行い再発防止に努めた。 

○事故及びインシデント報告書を全職員に周知し、情報共有を図った。 

○施設内外の研修へ参加し報告会を実施した。勉強会や研修会を通じて事故防止のための能力向上に努めた。 

○事故防止のため職場での危険予測トレーニングを実践した。 

○薬、服薬管理、誤薬リスク等について薬剤師を講師に招き勉強会を開催し、知識の向上に努めた。 

   ○県中保健福祉事務所より誤薬予防についてのアドバイスを受け、マニュアルを見直し周知・実践した。 

 

 

２５ 



 

７ 苦情受付事例と解決への取り組み（年間） 

 

 

（１）苦情内容別件数  ４  件 

 

（２）苦情内容及び解決への取り組み内容 

種別 苦情内容 苦情解決への取り組み内容 

入所 非通知で施設に電話がある。自分が直接見たわけではないが、利用者に

対する職員の態度や言葉遣いが悪い場面を利用者の家族が見ていた。

その家族から話を聞いて、施設に伝えようと思ったとの内容。 

対応した職員が詳しい内容を聞かせてほしいと伝えるが、相手が話し

始めたところで電話が切れてしまう。非通知だったため折り返し電話

をすることができず、その後連絡はなかった。 

運営会議、各部署会議において、苦情の内容を周知し再発防止に努めて

いる。 

ケアハウス 入居者の方より食器の洗浄について汚いものがあり、衛生的ではない。 管理栄養士と施設長へ報告。食器自体が経年劣化が見られるために食器

を交換している。 

デイ 入浴時、介護職員から「髪が長く、洗うのが大変だから髪を切るように」

と言われた。後日髪を切って来所されたが、発言で傷ついた。不快な思

いをしたと話される。 

職員の言動が不適切であった事を謝罪する。 

デイ 施設にて転倒し、胸椎圧迫骨折の診断を受けたが、施設側の謝罪が電話

だけの謝罪であり、施設側の謝罪として不十分であると話される。 

報告を受け、施設長、事務長が自宅に訪問し謝罪する。 

 

２６ 


